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（１） 華南宗族と墓地風水 （２）墳樹が意味するもの 
４ 本研究で用いる史料 





（１） 墳樹慣行の成立 （２）墳樹慣行の普及 
２ 否定的認識から肯定的認識へ 
















（１） 楊栄と万木林説話 （２）楊栄と白鶴山説話の （３）もうひとつの風水説話： 
白狸眠処説話 
３ 楊栄を取り巻く宗族の危機的状況 





















































































































 二つは、福建地域に普遍化した「風水の詞訟化」を論じた第 6 章の位置づけである。史
料上の制約もあって論及が明末の沿海部に偏ったため、本研究のモノグラフとしての流れ
にやや違和感を呈している。明末のみならず、清代、清末のあり方にも言及し、明清時代
を通して論じたものにすれば、論文構成により安定感を増したに違いない。 
三つは、福建地域以外のこうした問題との比較研究である。本研究は福建の地域史研究
であり、これにさらに比較研究を求めるのは「隴を得て蜀を望む」であるかもしれない。
しかし、宗族における風水、墳樹、さらには「風水の詞訟化」といった事柄は、必ずしも
福建地域に限ったことではない。宗族組織が強固な華南諸地域との相違点を明らかにする
ことで、福建の地域的特徴が一層鮮明になるように思われる。 
しかしながら、これらの問題点は、いずれも魏君が将来に本研究を踏まえてさらに研究
を発展させていく上で目標となる課題ともいうべきものである。総じて、本研究は新時代
の日本の中国史研究を背負って立つ有望な若手研究者の一人が生み出した魅力溢れる研究
であるといえる。それゆえ審査委員一同は、本研究が博士（史学）の学位を授与するに相
応しいものと判断する。 
なお、以上の審査報告には、一昨年まで指導教授であった山本英史本塾名誉教授をはじ
めとして、菊池秀明国際基督教大学教授、山本真筑波大学准教授の三名の副査による、そ
れぞれの専門的立場からの所見が併せて反映されていることを申し添えておく。 
 
 
 
 
